	実技課題「CADによる屋内配線図の作成」実施要領


実施要領
これは２階建て木造住宅の１階部分の平面図である。次の作図条件に従って、ペーパーで配布された課題図面(訓練課題（完成図面）.JWW)を、CADシステムを活用して作図し、完成させなさい。
<作図条件>

1．事前に共有フォルダ等で配布する「訓練課題（配布用ファイル）.JWW」に不足している部分を追加する。

2．追加部分は「ＬＤ、和室・テラス、洗面脱衣・浴室」の電気設備配線、分電盤結線図、図面枠および凡例であり、作図条件5.で示すレイヤにそれぞれ作図すること。
3．環境設定ファイル（環境設定（訓練課題）.JWF）から環境設定読込みを行ってから作業を開始する。

4．電気設備については、はレイヤグループ１に作図することとし、

用紙サイズは　A３　縮尺は1：100とする（注：配布時に設定されている為変更の必要はない）
5．レイヤグループ0とレイヤグループ1の名称は建築平図面(１階)、電気設備図として設定してあり、
レイヤグループ1のレイヤ番号は以下の通りとし、レイヤの名称を記入すること
　　⓪ 器具
1 スイッチ
2 コンセント

3 文字
4 電気配線

5 分電盤結線図
6 凡例

7 図面枠

8 補助線（使用しなくても良い）
6．図面枠内は以下のように入力すること。ただし、文字種は　４　とすること。
①　工事名　　新築工事

②　図面名　　電気配線図(1階)

③　年月日　　平成○○年○月○日

④　尺度　　　1：100
⑤　図面番号　1/2

⑥　会社名　　ポリテクセンター○○

⑦　設計者名　科名　入所月　氏名
7．シーリングライトの図記号を円(線種7・直径　300mm)と文字(文字種　２)で作成し、基点を中心点とし、図形名称を CL.jws として図形を登録すること。
8．配線図は、作図条件 7．以外の図形はあらかじめ配布された「訓練課題用図形（100）」の図形を用いて作図すること。
9. 電気配線は「線色6」を使用すること。
注意事項

1．テキスト、ノート、補助資料等は参考にしても構わない。

2．あらかじめ記入されている図は変更しないこと。
4．電線の種類と条数の記入は不要とする。
5．照明器具と点滅器には符号を付け対応が分かるようにすること。

　　（参考：イロハニホヘト チリヌルヲ ワカヨタレ ソツネナラム・・・）

